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「広報あしや」は、毎月１日と�15日に新聞折り込みで各ご家庭に配布しています。�

12月1日号�

芦屋公園の小さな橋
　明治4 0 年に遊園地として開園された芦屋
公園。園内に今も残る築山の小さなこの橋
は、初代が大正６年に設置され、幾度かの

りん

架け替えを経、現代も園内に凛とたたずん
でいる。

人口と面積＜平成14年11月１日人口＞■住民基本台帳＋外国人登録　総数89,949／男41,730／女48,219／世帯数38,934■推計人口　総数88,141／男40,716／女47,425／世帯数36,614　＜面積＞18.57㎞2

演出／大森一樹(映画監督)　撮影／山口宏(写真家)　イラスト／なかにし和子

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
道
路
課
　
1
#8
２
０
６
３

　
今
年
も
『
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
』
が
県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
市
内
で
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、
上
半
期
は
昨
年
よ
り
減
少
し
て
い
ま
し

た
が
、
下
半
期
に
入
り
一
転
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
年
末
は
、
師
走
の
気
ぜ
わ
し
さ
や
、
帰
省
、

旅
行
、
買
い
物
等
に
伴
う
交
通
量
の
増
大
に
加
え
、

薄
暮
時（
夕
暮
れ
時
）・
夜
間
に
お
け
る
交
通
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
人
ひ
と
り
が
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
、
交
通

事
故
防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

12
月
１
日
〜
31
日

　空気が乾燥し、出火しやすく、暖房器具など火気を使用する機会も多
くなります。ちょっとした不注意で火災を起こさないよう、火の扱いに
は一人ひとりが十分に注意しましょう。

｢消す心　置いてください　火のそばに」

「放火を防ぎましょう」　
「火災から人命を守ろう」
①外出時には戸締りをし、家の回
りには燃えやすいものを置かな
いようにしましょう
②ごみは決められた日の朝に出し
ましょう
③家の回りをなるべく明るくして
おきましょう

12/1～ 12/31 年末特別火災警戒を実施

問い合わせ　消防本部警防課　132-2345

・
夕
暮
れ
ど
き
の
交
通
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
追
放

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

運動の重点
　
交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
発
令
中

　
十
一
月
十
六
日
、
十
八
日
に
横
断
歩
道
上
で
、
歩
行
者
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
日
暮
れ
が
早
く
な
り
、
お
互
い
に
危
険
の
認
知
が
遅
れ
が
ち
で
す
。
安
全
確

認
や
反
射
材
の
活
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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兵
庫
県
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
入
所
申
込
者
が
急
増
し
て
い
る
現
状
を

受
け
て
、
入
所
を
真
に
必
要
と
す
る
か
た

が
、
す
み
や
か
に
入
所
で
き
る
よ
う
、
必

要
性
や
緊
急
度
な
ど
に
よ
り
、
入
所
順
位

を
決
定
す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
「
入
所

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
す
で
に
、
平
成
十
四
年
十
月
二
十
五
日

か
ら
県
下(

神
戸
市
を
除
く)

の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
各
施
設
で
同

一
の
評
価
基
準(

下
図
参
照)

を
用
い
て
、

優
先
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
い
、
入
所
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
運
用
に
伴
い
、
既

に
入
所
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、

再
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
込

施
設
か
ら
再
申
込
書
等
が
郵
送
さ
れ
ま
す

問い合わせ　公園緑地課　138-2065(〒659-8501 精道町7-6)

日　　時　平成15年２月16日(日)＜雨天中止＞
　　　　　午前９時30分～正午ごろ
会　　場　芦屋市総合公園(工事中)
定　　員　①100人②小学生以下30人(市内ス

ポーツクラブの子どもたちも参加)
申し込み　はがきか電話で、①住所②氏名(ふり

がな)③年齢④電話番号⑤参加を希望
する項目を１月31日(金)までに下記へ

＊参加者には花苗をプレゼントします

総合公園　緑化体験フェア

　
受
験
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
所
定
の

受
験
申
込
書
・
受
験
票
等
の
必
要
書
類
を

そ
ろ
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
採
用
案
内
は
、
十
二
月
二
日（
月
）よ
り

市
役
所
本
庁
舎
北
・
南
館
受
付
お
よ
び
消

防
本
部
総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

　
郵
便
で
採
用
案
内
を
請
求
さ
れ
る
場
合

は

は
、
必
ず
百
四
十
円
切
手
を
貼
り
、
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用

封
筒（
角
２
号
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
郵
便
に
よ
る
受
験
の
申
し
込
み

を
さ
れ
る
か
た
は
、
必
ず
受
付
期
間
中
に

届
く
よ
う
に
消
防
本
部
総
務
課
あ
て
に
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
十
二
月
二
日
〜
十
六
日

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五
分

　(

土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く)

■
試
験
日

　
平
成
十
五
年
一
月
十
九
日(

日)

■
試
験
会
場

　
市
役
所
分
庁
舎
二
階
会
議
室

■
採
用
予
定
日

　
平
成
十
五
年
四
月
一
日

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

　
消
防
職
二
人

□
受
験
資
格

＊
大
学
卒

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
以
降
出
生
の

の
で
、
再
度
、
希

望
施
設
に
申
し
込

み
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
新
た
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に

入
所
申
し
込
み
を

さ
れ
る
場
合
は
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、

在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
も
し
く
は

市
介
護
保
険
担
当

に
事
前
に
十
分
相

談
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

市
職
員(

消
防
職)

を
募
集
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
課
　
1
#8
２
０
９
５

(

〒
６
５
９
ー
０
０
６
４
　
精
道
町
８
ー
26)

　
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
四
年
制
大

　
学
を
卒
業
し
た
人
。
ま
た
は
、
平
成
十

　
五
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

＊
短
大
卒
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
等
卒

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
以
降
出
生
の

人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
も
し
く
は
専
修
学
校
専

門
課
程
（
修
了
年
限
二
年
以
上
）
を
卒

業
し
た
人
。
ま
た
は
、
平
成
十
五
年
三

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

＊
高
校
卒

　
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
日
以
降
出
生
の

　
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

　
を
卒
業
し
た
人
。
ま
た
は
、
平
成
十
五

　
年
三
月
ま
で
に
卒
業

　
見
込
み
の
人

＊
詳
し
く
は
、
芦
屋
市

　
職
員
採
用
案
内(

消
防

　
職)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①花づくりで公園づくり
　公園の花たちをあなたの手で。
　ご近所のお友達と、ご家族で休日のひとときに…。皆さん
と一緒に、ガーデンに花を植えてみませんか？　公園に花苗
（バラ、スイセン、ハーブほか）の植え付けをします。

来春に一部開園する総合公園での植栽の体験会を行います。

②まき芝体験(芝生を植え付ける作業)
　いつも遊んでいる芝生はどうやって植えるんだろう？
　陸上競技場内の芝生コートで、まき芝の体験。

問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
防
犯
協
会
　
1
#2
０
０
０
３

　
最
近
、
「
水
道
部
の
方

か
ら
水
質
検
査
に
来
ま
し

た
」
、
「
水
道
部
の
方
か

ら
蛇
口
に
器
具
を
取
り
付

け
に
来
ま
し
た
」
な
ど
、

あ
た
か
も
水
道
部
と
関
係

が
あ
る
よ
う
に
装
い
、
突

然
業
者
が
訪
れ
る
セ
ー
ル

ス
が
市
内
で
多
発
し
て
い

ま
す
。

　
水
道
部
に
も
多
数
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
が
、

水
道
部
で
は
戸
別
訪
問
に
よ
る
水
質
検
査
、

蛇
口
へ
の
器
具
の
取
り
付
け
な
ど
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
水
道
部
の
職
員
は
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
不
審
な
時
は
身

分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

防
犯
意
識
を
高
め
、
安
全
な
町
に

ひ
っ
た
く
り

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
申
込
方
法
等
が
変
わ
り
ま
し
た

〜
既
に
申
し
込
ま
れ
て
い
る
か
た
も
再
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
〜

問い合わせ　美術博物館　138-5432

美術博物館　常設展《美術のかたち。》

　ワークショップを通して、単なる知識ではなく実際に目で見たり手で考える感覚をつかみなが
ら「表現すること」や他者を「受けとめること」などをキーワードに、「美術」を捉える大切な
ポイントを探ることを試みます。
会　期　12月３日～15日(月曜休館)
　　　　午前10時～午後５時(入館は午後４時30分まで)
会　場　美術博物館・第１展示室
観覧料　会期中は全館無料

女性センターミニ展示

「松井千里キルト展」
つづ

－想い出の布でハーモニーを綴る－

問い合わせ
女性センター　138-2023

日　時　12月２日～26日、
　　　　午前９時～　　　
　　　　午後５時
　　　　(土曜日、日曜日、
　　　　 祝日を除く）
会　場　女性センター

同時開催　「第53回童美展」

休館のお知らせ

12月16日～平成15年２月14日

＊
夜
間
は
街
頭
の
明

　
る
い
人
通
り
の
多

　
い
道
路
を
通
り
ま
し
ょ
う

＊
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
類
は
胸
に
抱
え
る
よ

　
う
に
し
っ
か
り
持
ち
、
大
金
は
肌
身

　
に
つ
け
て
持
ち
ま
し
ょ
う

＊
自
転
車
の
前
か
ご
は
防
犯
ネ
ッ
ト
を

　
か
け
ま
し
ょ
う

＊
後
方
か
ら
近
づ
く
オ
ー
ト
バ
イ
に
注

　
意
し
ま
し
ょ
う

＊
破
り
に
く
い
防
犯

は

ガ
ラ
ス(

ま
た
は
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る)

に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
補
助
錠
を
つ
け
ま
し
ょ
う(

ワ
ン
ド
ア
・

　
ツ
ー
ロ
ッ
ク)

＊
ピ
ッ
キ
ン
グ
に
強
い
錠
前(

Ｃ
Ｐ
―
Ｃ
制

　
度
に
認
定
さ
れ
た
錠
前)

を
つ
け
ま
し
ょ

　
う

＊
セ
ン
サ
ー
付
き
防
犯
警
報
機
や
防
犯
カ

　
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

＊
置
き
鍵
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

＊
在
宅
時
も
戸
締
り
は
確
実
に
し
ま
し
ょ

　
う

＊
家
を
留
守
に
し
て
い
た
場
合
、
異
常
が

　
な
い
か
確
認
し
て
か
ら
入
り
ま
し
ょ
う

あ
き
巣

　
近
年
、
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を
使
っ
て
高
齢
者
や
女
性
の
一
人
歩
き
を
狙
う
「
ひ
っ

た
く
り
」
や
特
殊
な
侵
入
用
具
を
使
っ
て
屋
内
に
侵
入
し
て
窃
盗
な
ど
を
行
う
「
ピ
ッ
キ

ン
グ
」
と
い
う
手
口
の
犯
罪
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
防
犯
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
、
明
る
い
地
域
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◆評価基準◆
問
い
合
わ
せ
　
高
年
福
祉
課
介
護
保
険
担
当
　
1
#8
２
０
２
４

項  目
①入所希望者の心身の状況

②家族・介護者の介護力

③在宅生活の可能性

④住環境の状況

評価基準
Ａ：常時の介護や見守りが必要である、
または、痴ほうを原因とする問題行動が
あり、介護者の日常生活に支障がある
Ｂ：その他
Ａ：介護者がいない、または、介護者に
よる介護が困難である
Ｂ：その他
Ａ：在宅サービスを利用しても在宅生活
の継続が困難である
Ｂ：在宅サービスの利用により在宅生活
の継続が期待できる
Ａ：在宅サービスの利用に必要な住環境
に支障がある
Ｂ：その他

問い合わせ　水道部総務課　138-2080

悪質訪問販売にご注意ください
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二
〇
〇
六

年
に
は
、
実

に
半
世
紀
ぶ

り
に
兵
庫
県

で
「
兵
庫
国

体
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

芦
屋
市
に
お

け
る
競
技
は

「
カ
ヌ
ー
フ

ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー

タ
ー
レ
ー
シ

ン
グ
競
技
」

と
「
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
」
、
そ
し
て

「
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
」
と
さ
れ
て
お
り
、
日

本
国
内
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
最

高
の
技
術
を
発
揮
し
、
わ
れ
わ
れ
に
感
動

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
「
カ
ヌ
ー
競
技
」
は
夏
季
大
会
の
中
で
、

当
市
シ
ー
サ
イ
ド
に
面
し
た
キ
ャ
ナ
ル

パ
ー
ク
を
会
場
に
、
六
甲
の
山
並
み
を
正

面
に
仰
ぎ
な
が
ら
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
辺
り
は
、
今
は
新
し
く
誕
生
し
た
街

が
静
か
に
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

か
つ
て
は
旧
防
潮
堤
か
ら
約
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
沖
合
い
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で

し
た
。
今
で
も
、
か
つ
て
の
海
に
面
し
て

い
た
街
々
に
、
海
上
の
安
全
な
ど
を
祈
願

す
る
神
社
仏
閣
が
点
々
と
残
さ
れ
て
い
る

の
を
見
る
た
び
、
こ
の
街
の
豊
か
な
歴
史

文
化
に
触
れ
る
思
い
が
し
、
古
代
の
ロ
マ

ン
や
昔
の
人
々
が
海
上
を
行
き
来
し
て
い

た
当
時
に
思
い
を
馳
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
ラ
イ
フ
ル
競
技
」
は
秋
季
大
会
で
行

わ
れ
、
現
在
、
会
場
予
定
地
と
し
て
は
朝

日
ヶ
丘
町
・
剱
谷
の
兵
庫
県
警
察
学
校
で

調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
」
は
、
芸
術
作
品
の

展
示
発
表
や
日
頃
の
芸
術
文
化
活
動
を
通

じ
て
国
体
に
参
加
し
、
そ
の
成
果
を
紹
介

す
る
も
の
で
す
。

　
「
兵
庫
国
体
」
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
す
る
」
「
み
る
」
「
さ
さ
え
る
」
で
あ
り
、

県
民
一
人
ひ
と
り
が
創
る
国
体
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
国
体
の
会
場
と
な
る
当
市
も
、

こ
れ
ら
の
競
技
す
べ
て
に
「
絶
対
勝
つ
」

と
い
う
意
気
込
み
で
臨
ん
で
い
た
だ
き
、

わ
れ
わ
れ
も
と
も
に
「
歓
喜
の
力
」
で
支

え
合
い
、
最
大
の
声
援
を
送
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
こ
芦
屋
が
残
し
て
き
た
す
ば
ら

し
い
芸
術
文
化
・
歴
史
の
中
で
も
、
と
り
わ

け
吉
原
治
良
先
生
を
中
心
に
活
躍
さ
れ
た
前

衛
美
術
グ
ル
ー
プ
「
具
体
」
が
残
し
て
く
れ

た
世
界
的
な
功
績
や
先
達
作
家
の
存
在
を
重

く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
に
か
か
わ

る
一
人
と
し
て
、
そ
れ
ら
先
達
の
精
神
を

か

「
温
故
知
新
」
と
噛
み
締
め
な
が
ら
、
次
に

続
く
者
と
し
て
全
身
全
霊
で
努
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
芦
屋

の
風
を
感
じ
、
芦

屋
の
光
を
受
け
、

芦
屋
の
香
り
を
ア
ー

ト
ソ
ー
ス
と
し
て

育
み
、
新
し
い
芸

術
文
化
の
創
造
に
、

つ
な

そ
れ
に
繋
が
っ
て

へ
ん
り
ん

い
け
る
片
鱗
と
し

て
の
創
作
活
動
に
、

精
進
し
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

芦屋賛歌
～「兵庫国体」にエールを～

デザイナー　和井田　行彦

　日頃、健康のことシェイプアップのこと、または泳ぎフォームのことなどでお悩みのかた、その
悩みにお応えしますので、ぜひご参加ください。
内　容　①シェイプアップについて②生活習慣病について③腰痛について④大人泳法レッスン(ビ
　　　　デオ撮影あり)⑤小学生泳法レッスン　①～⑤より希望種目を選んでください
日　程　12月18日～21日　※詳細については海浜公園プールまでお問い合せください
対　象　①～④大人(中学生以上なら可)、⑤小学生　＊定員は種目により違います
参加料　700円　※入場料(大人800円、子ども400円)は別途、当日必要になります
申し込み　海浜公園プール、体育館・青少年センター、市役所受付、ラポルテ市民サービスコーナー
　　　　　にある募集要項を確認の上、参加費700円を持って海浜公園プール窓口へお申し込みくだ
　　　　　さい(先着順)

[水泳教室]

問い合わせ　海浜公園プール　122-8861(浜風町30-1)

[膝痛予防教室]
日　　程　１月から３月の木曜日(全10回)、
　　　　　午後１時～２時30分
内　　容　変形性膝関節症のための運動
費　　用　10,000円　
定　　員　先着15人
申し込み　海浜公園プール、体育館・青少年センター、市役
　　　　　所受付、ラポルテ市民サービスコーナーにある募
　　　　　集要項を確認の上、申込書と同意書に受講料を添
　　　　　えて海浜公園プール窓口へ

海浜公園プールからのお知らせ

温水プールで水泳・水中運動に挑戦してみませんか。

◆◇◆「あなたのお悩み解消します！」参加者募集◆◇◆

　
私
た
ち
が
家
庭
で
使
用
す
る
電
気
製
品

や
自
家
用
車
は
便
利
な
生
活
を
実
現
し
て

く
れ
る
反
面
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
加

し
、
地
球
温
暖
化
や
大
気
汚
染
な
ど
の
問

題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
国
で
は
、

毎
年
十
二
月
を
「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」

お
よ
び
「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
」
と

し
て
、
地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
に
関
す
る

認
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
身
近
な

暮
ら
し
の
中
で
も
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
不
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
い
、
環
境
に

や
さ
し
い
も
の
へ
と
変
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
毎

日
の
生
活
を
見

直
し
、
家
庭
で

で
き
る
環
境
に

や
さ
し
い
取
り

組
み
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

◆
家
庭
で
は
◆

☆
暖
房
の
温
度
は
、
二
〇
度
以
下
に
設
定

し
ま
し
ょ
う
。

☆
エ
ア
コ
ン
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
主
電
源
を

切
り
、
照
明
は
こ
ま
め
に
消
灯
し
ま
し
ょ

う
。(

主
電
源
オ
フ
運
動
に
ご
協
力
を)

☆
水
の
出
し
っ
ぱ
な
し
や
、
ガ
ス
を
つ
け
っ

ぱ
な
し
に
し
な
い
よ
う
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
自
動
車
は
◆

☆
自
家
用
車
の
利
用
を
控
え
、
電
車
や
バ

ス
、
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。(

毎

月
二
十
日
の
阪
神
地
域
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
運
動
に
ご
協
力
を)

☆
駐
停
車
時
に
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
ス
ト
ッ

プ
す
る
。(

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
運
動
に
ご
協
力
を)

☆
走
行
速
度
を
守
り
、
空
ぶ
か
し
や
急
加

速
、
急
発
進
は
や
め
ま
し
ょ
う
。(

自
動

車
公
害
防
止
月
間
運
動(

十
一
月
〜
一

月)

に
ご
協
力
を)

12
月
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」

　
　
　
「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
」

問
い
合
わ
せ
　
環
境
管
理
課
　
1
#8
２
０
５
１

ー
環
境
に
や
さ
し
い
心
が
け
を
ー

　
今
号
で
、
和
井
田
行
彦
氏
の
コ
ラ
ム

は
終
了
し
、
一
月
一
日
号
か
ら
は
木
津

川
昭
夫
氏(

第
十
三
回
富
田
砕
花
賞
受
賞

者
・
詩
人)

の
執
筆
に
な
り
ま
す
。

時間額
732円
833円
803円
794円
758円

829円
762円

740円
777円

日　額
5,848円
6,668円
6,429円
6,354円
6,050円

6,646円
6,084円

5,920円
6,224円

適用業種
繊維工業、靴下製造業
塗料製造業
鉄鋼業
一般機械器具製造業
電気機械器具製造業、情報通信機械器
具製造業、電子部品・デバイス製造業
輸送用機械器具製造業
計量器・測定器・分析機器・試験機・
測量機械器具製造業
各種商品小売業
自動車小売業

兵庫県の最低賃金

時間額675円に改正しました

問い合わせ　兵庫労働局労働基準部賃金課　1078-367-9154

問い合わせ　海浜公園プール　122-8861

　平成14年９月30日より、兵庫県の最低賃金が、
675円(時間額)に改正されました。兵庫県内のすべ
ての労働者について、この最低賃金が適用されま
す。
　また、産業別最低賃金は平成14年12月１日より
右記のとおり改正されました。業務・年齢等によ
り産業別最低賃金の適用が除外され、兵庫県最低
賃金が適用される場合があります。

産業別最低賃金(平成14年12月１日より)

すくすく水泳教室
日　時　１月から３月(全10回)
　　　　金曜日、または土曜日
　　　　祝日を除く
　　　　午後３時～４時30分
対　象　４歳～就学前
定　員　各曜日35人
費　用　7,000円

のびのび水泳教室
日　時　１月から３月(全10回)
　　　　水曜日、または金曜日
　　　　祝日を除く
　　　　午後４時30分～６時
対　象　小学生
定　員　各曜日40人
費　用　7,000円

いきいき水泳教室
日　時　１月から３月(全10回)
　　　　水曜日、または金曜日
　　　　祝日を除く
　　　　午後１時～２時30分
対　象　大人
定　員　各曜日30人
費　用　10,000円

会　　場　海浜公園プール
申し込み　海浜公園プール、体育館・青少年センター、市役所受付、ラポルテ市民サービスコーナーにある募集
　　　　　要項を確認の上、付属の往復はがきに必要事項を記入し、海浜公園プールへ送付
※募集人数を超過した場合は、市民を優先の上、抽選により決定。
※年齢は、平成14年４月１日現在。

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表【12月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　138-2083

●平日の昼間は水道部へ
　お尋ねください。
●土曜日・日曜日・祝日
　は市役所(131-2121)
　へお尋ねください。
●夜間の修理は右の業者
　が待機しています。

中央水道工務所

原田商会

越智商会

西岡設備工業所

(有）大阪商会

(資）神明商会

前忠工業（株）

22-3552

22-0706

22-3708

22-6900

32-6302

22-3565

31-8548

店　名 TEL 当番日

１、７、13、19、25

２、８、14、20、26

３、９、15、21、27

４、17、23、29

10、16、22、28

６、12、18、31

５、11、24、30

ア�ン�タ�ン�テ�

キャナルパークより六甲の山並み・芦屋市街方向
を仰ぐ…。
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問い合わせ　生活環境部人権推進担当　138-2055　／　障害福祉課　138-2043

冬
に
多
い
高
齢
者
の
や
け
ど

　
冬
も
本
番
と
な
り
、
暖
房
器
具
が

手
放
せ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
季
節
に
な
る
と
、
ス
ト
ー
ブ
の
上

に
か
け
て
あ
っ
た
や
か
ん
を
倒
し
て

湯
を
か
ぶ
っ
た
り
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

の
火
が
衣
服
に
引
火
し
た
り
す
る
事

故
が
多
く
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
カ

イ
ロ
や
電
気
ア
ン
カ
な
ど
に
よ
る
低

温
や
け
ど
に
も
、
注
意
が
必
要
で
す
。

特
に
高
齢
者
は
、
皮
膚
が
薄
く
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
気
付
く
の
が
遅
れ
た
り
、
と
っ
さ

の
時
の
反
応
が
遅
く
な
っ
て
い
た
り
す
る
た
め
、
症

状
が
重
く
な
り
が
ち
で
す
。
火
や
暖

房
器
具
な
ど
を
扱
う
時
は
、
本
人
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
周
り
の
人
も
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
低
温
や
け
ど
を
防
ぐ
た
め
に
】

①
寝
床
を
暖
め
た
ら
電
源
を
切
っ
た
り
、
目
盛
り
を

　
低
く
し
た
り
、
身
体
か
ら
離
し
た
り
す
る
。

②
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
は
長
時
間
一
カ
所
に
固
定

　
し
な
い
。
ま
た
睡
眠
中
は
使
わ
な
い
。

②
ど
ん
な
商
品
で
も
熱
い
と
感
じ
た
ら
す
ぐ
や
め
る
。

【
や
け
ど
を
し
て
し
ま
っ
た
時
は
】

①
低
温
や
け
ど
は
見
た
目
よ
り
重
症
の
場
合
が
あ
る

　
の
で
、
早
め
に
専
門
医
の
診
察
を
受
け
る
。

②
そ
の
他
の
や
け
ど
は
、
と
に
か
く
す
ぐ
水
で
冷
や

　
す
。
服
を
着
て
い
て
も
そ
の
ま
ま
水
で
冷
や
し
な

　
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
衣
類
を
取
り
除
き
、
患
部
を
冷

　
や
し
続
け
な
が
ら
病
院
に
行
く
。

③
衣
類
に
火
が
つ
い
た
ら
、
あ
わ
て
ず
手
近
に
あ
る

　
水
を
か
け
て
消
す
こ
と
。

　
十
二
月
九
日
は
、
障
害
者
の
日
で
す
。
一
九
七
五
年
十
二
月
九
日
、
国
連
で
は
「
障

害
者
の
権
利
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
一
九
九
三
年
に
改
定
さ
れ
た
「
障

害
者
基
本
法
」
の
中
で
、
広
く
国
民
が
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
障
害
者
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
活
動
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
た
め

に
、
障
害
者
の
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
「
障
害
」

に
つ
い
て
他
人
ご
と
と
し
て
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
身
に
引
き
寄
せ
て
、
考
え
て
み

た
い
も
の
で
す
。

　武庫川女子大学助教授・中田智恵海氏の寄稿により、現行の措置制度から利用者の立場に立っ

た支援費制度へと、大きく変わろうとしている障害者施策の現状をお知らせします

　
一
九
七
〇
年
以
前
は
障
害
に
よ
る
労
働

能
力
の
低
下
に
伴
う
所
得
の
不
足
に
対
し
、

必
要
な
援
助
を
行
う
と
い
う
考
え
方
が
中

心
で
し
た
し
、
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
九

〇
年
頃
ま
で
は
社
会
福
祉
施
設
の
整
備
の

時
代
で
し
た
。
そ
こ
で
は
同
じ
よ
う
な
属

性
を
有
し
て
い
る
人
が
集
団
で
利
用
し
て

い
る
の
だ
か
ら
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
な
じ
む
は
ず
で
あ
る
と
考
え
、

画
一
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
個
々
人
の
ニ
ー
ズ
を
充
足
す

る
と
い
う
視
点
は
見
逃
さ
れ
て
い
た
、
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
、
社
会
福
祉
関

係
八
法
が
改
正
さ
れ
、
よ
う
や
く
社
会
福

祉
基
礎
構
造
改
革
が
検
討
さ
れ
始
め
ま
す
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
軸
に
地
域
社
会
で

の
自
立
生
活
支
援
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
改

革
の
集
大
成
と
し
て
社
会
福
祉
事
業
法
が

名
称
変
更
さ
れ
、
改
正
さ
れ
て
社
会
福
祉

法
が
成
立
し
ま
し
た
が
、
こ
の
改
正
の
最

も
重
要
な
点
は
「
地
域
に
お
け
る
社
会
福

祉
の
推
進
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
が
地
域
社
会
で
、
自
立
し
て
自
分
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
な
、
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
す
。

　
こ
の
場
合
の
自
立
と
は
、
例
え
ば
、
自

分
で
衣
服
の
着
脱
が
で
き
な
く
て
も
、
介

助
者
に
指
示
を
し
て
ど
の
衣
服
を
着
る
か

を
自
分
が
決
定
し
て
着
せ
て
も
ら
う
、
と

い
う
こ
と
も
含
み
ま
す
。
自
分
の
求
め
る

サ
ー
ビ
ス
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
障
害

日　時　12月14日(土)正午～午後３時
会　場　市民センター301・302室
対　象　母子・父子家庭の親子
　　　　(子どもだけの参加可)
内　容　手品・ゲームなど
申し込み　12月９日(月)までに下記へ

日　時　12月21日(土)午後２時～４時
会　場　三田谷治療教育院
　　　　地域交流施設ホール(楠町16-5)
内　容　ミュージカル・歌など
申し込み　12月13日(金)までに下記へ

問い合わせ　児童課児童福祉担当　138-2045

問い合わせ　障害福祉課　138-2043　FAX38-2178

リユース・フェスタ ―家具類の再利用―
　粗大ごみをそのまま活用した、家具類約100点の展示会。

　問い合わせ
環境施設課　132-5391(開催日は、1090-3991-7514)

日　時　12月７日(土)、８日(日)、午前10時～午後３時
　　　　(正午～午後12時45分は昼休み)
会　場　環境処理センター(浜風町31-1)　※駐車場有り
※官製はがきを持参し申し込んでください。市内在住の１世
　帯１品目に限ります(重複・代理等の申し込みは不可)。
※抽選は８日(日)午後３時から行います。
※リサイクル品は無料ですが、引き取りは自己負担で行って
　ください。
※本の交換会も行います。不要な本をご持参ください。

問い合わせ　上宮川文化センター　122-9229

日　時　12月６日(金)午後６時30分～８時８分、
　　　　　　７日(土)午前10時～11時38分、
　　　　　　　　　　午後１時～２時38分
会　場　上宮川文化センター・ホール
定　員　各回100人(先着順。当日直接会場へ)　
監　督　ユレク・ボガエヴィッチ
出　演　ハーレイ・ジョエル・オスメントほか

　1942年、ポーランドの小さ
な村を舞台に、ナチス占領下
の過酷な現状の中、懸命に生
きる子どもたちを描く。

★ヒューマンライツシアター　ぼくの神さま★

日　時　12月23日(月・祝)
　　　　①午前10時30分～、②午後１時～、③午後３時～
会　場　市民センター音楽室
費　用　大人300円、子ども100円　※チケットは下記へ

「それいけ！アンパンマン　ゴミラの星」

問い合わせ　社会福祉協議会　132-7530

■内　容　ケーブルテレビ広報チャンネルのリポート、
　　　　　番組企画等
■活　動　月１回企画会議、出演随時
■資　格　市内在住で18才以上のかた
■人　数　若干名(男女不問)
■謝　礼　１番組につき3,000円～10,000円(所得税込み)
■応募方法　①やってみたい番組の企画②自己ＰＲおよ
　　　　　　び市販の履歴書(写真貼付)を１月25日(土)
　　　　　　＜必着＞までに広報課へ郵送または持参

問い合わせ
広報課　138-2006(〒659-8501 精道町7-6)

広報チャンネル

◇ 市民リポーター募集 ◇ こちら消費生活センターです

★母子・父子家庭児童　年末のつどい★

★障害児　年末のつどい★

★クリスマス映画会★

　
さ
て
、
「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る

二
十
一
世
紀
で
す
が
、
情
報
社
会
・
グ
ロ

ー
バ
ル
社
会
の
今
、
国
境
を
越
え
て
人
々

や
地
域
が
交
流
し
、
連
帯
し
あ
う
動
き
が

広
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
保
有
す
る
も

の
と
は
異
な
る
文
化
や
言
語
、
生
活
様
式
、

肌
の
色
、
身
体
的
状
態
な
ど
多
様
に
行
き

交
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
違
い
を
認
識
し
ま

す
。
豊
か
な
社
会
と
は
、
そ
の
違
い
を
排

除
す
る
の
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
価
値
観

に
よ
る
呪
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
互
い
に
認

め
合
い
、
共
に
生
き
る
社
会
を
さ
し
ま
す
。

一
国
の
障
害
者
を
違
い
と
し
て
受
け
入
れ

る
こ
と
も
同
じ
で
す
。
そ
れ
こ
そ
人
権
を

尊
重
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
相
互
に
深
く
理
解
し
あ
お
う
と
す
る
懐

の
深
さ
や
広
い
心
が
必
要
で
す
。
二
十
一

世
紀
が
真
の
人
権
の
世
紀
と
な
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
違
い
を
認

め
合
え
る
よ
う
、
心
の
ひ
だ
を
広
げ
た
い

　大学卒業後、ボランティアの美術講師としてネパール
のパタンに赴いた佐野由美さんが探し求めたものは…。
日　時　12月25日(水)午後２時～４時
会　場　ルナ・ホール(当日直接会場へ)
講　師　榛葉健氏(上映映画の監督)

「With…若き女性美術作家の生涯」

問い合わせ　芦屋市人権教育推進協議会事務局
(生涯学習課内)　138-2091

★映画上映＆講演★

問い合わせ　経済課内　138-2034

　サンタさんと一緒に、親子でひとあし早いクリスマス
を楽しみませんか。初めてのかたもどうぞ。
日　時　12月14日(土)午前10時30分～正午
会　場　宮川小学校体育館(当日直接会場へ)
対　象　就学前の幼児と保護者
持ち物　上履き・袋(靴入れ用)　

★子育てセンター　クリスマス会★

問い合わせ　子育てセンター　131-8006

無料

違いを認めあって共に生きる
「障害者と人権」をあらためて考える

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
―
集
団
か
ら
個
へ
、
保
護
か
ら
自
立
へ

互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
心

神戸女学院大学文学部社会学科
卒業
神戸女学院大学大学院社会学研
究課修士課程修了

武庫川女子大学文学部助教授
芦屋市社会福祉審議会委員
芦屋ハートフル福祉公社理事

中田智恵海(なかだ　ちえみ)氏

も
の
で
す
。
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

少
な
く
と
も
努
力
目
標
と
し
な
が
ら
、
日

々
過
ご
す
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
心
の
病
や
難
病
、
不
登
校

や
摂
食
障
害
、
家
庭
内
暴
力
な
ど
、
既
存

の
社
会
サ
ー
ビ
ス
で
は
必
ず
し
も
充
分
な

支
援
を
得
ら
れ
な
い
人
た
ち
が
、
共
通
の

生
き
辛
さ
を
抱
え
る
人
た
ち
同
士
で
、
グ

ル
ー
プ
を
作
っ
て
体
験
談
を
語
り
あ
い
、

相
互
に
支
え
あ
っ
て
自
分
ら
し
く
生
き
直

し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
も
近
年
、
活
発

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な
課
題

を
持
つ
人
々
だ
か
ら
こ
そ
、
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
あ
え
る
、
分
か
り
あ
え
る
と
い

う
特
性
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
援
助
を
受

け
る
立
場
に
あ
る
人
が
援
助
を
与
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
自
己
肯
定
感
を
持
ち
、
自
信

を
獲
得
し
て
立
ち
上
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

そ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
を
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ

ル
ー
プ
と
呼
び
ま
す
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

に
関
す
る
情
報
提
供
を
し
た
り
、
問
題
を

抱
え
る
人
た
ち
を
グ
ル
ー
プ
に
つ
な
い
で

孤
立
を
防
い
だ
り
、
グ
ル
ー
プ
の
運
営
や

設
立
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
セ
ル
フ
ヘ
ル

プ
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
苦
悩
す

る
市
民
が
自
ら
立
ち
上
が
る
よ
う
、
ち
ょ

っ
と
お
手
伝
い
す
る
所
で
す
か
ら
、
気
軽

に
利
用
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

12月４日～10日は『第54回人権週間』です
　「世界人権宣言」は、基本的人権および自由を順守し確保するた
めに、世界のすべての人々とすべての国々とが達成すべき共通の目
標として、昭和23年(1948年)12月10日の第３回国際連合(国連)総会に
おいて採択されました。
　国連は、世界人権宣言採択を記念して、採択日の12月10日を「人
権デー」と定め、加盟国に対し、人権擁護活動を推進するための各
種行事を実施するよう要請しています。
　法務省および全国人権擁護委員連合会は、「人権デー」を最終日
とする１週間(12月４日から10日まで)を「人権週間」と定め世界人
権宣言の意義を訴えるとともに人権尊重思想の普及高揚に努めてき
たところです。

　人権週間にちなみ人権相談所を開設します。
き

　いじめ・いやがらせ、名誉棄損、信用問題等でお困りのかたは、
お気軽にお越しください。秘密は厳守します。
　人権擁護委員が相談に応じます。
日　時　12日10日(火)午後１時～４時
会　場　市役所北館２階会議室(２)
※毎月２回(第２・４火曜日の午後)にも人権相談所を上記と同じ会
　場で開設しています。
※12月は10日のみの開催となります。

◆特設人権相談所の開設◆

講　師　山田洋次氏(映画監督)
日　時　12月13日(金)午後１時30～(開場１時)
会　場　ルナ・ホール
定　員　650人(当日先着順)
※手話通訳、要約筆記、託児(２歳以上・要予約)あり

問い合わせ　生活環境部人権推進担当　138-2055

「男はつらいよ“寅さん”を語る」

者
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
事
業
者

と
契
約
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。
ま

さ
し
く
、
こ
れ
が
自
立
で
す
。
そ
し
て
二

〇
〇
三
年
四
月
か
ら
始
ま
る
支
援
費
制
度

は
そ
れ
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
こ
に
は
人
生
の
主
人
公
は
自
分
自
身
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
自
己
決
定
し
、

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
し
て
生
き
生
き
と
生

き
て
い
く
障
害
者
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
人
々
は
皆
、
障
害
を
特
別
な
こ
と
と

し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
極
く
自
然
に
、

単
な
る
「
違
い
」
と
し
て
受
け
止
め
、
身

近
な
地
域
で
あ
た
り
ま
え
に
生
活
す
る
こ

と
が
実
現
し
ま
す
。

　
芦
屋
市
で
は
、
昨
年
九
月
に
人
権
問
題

に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
障
害
の
あ
る
人
の
人
権
を
守
る
た
め
に
、

特
に
必
要
な
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ

と
思
わ
れ
ま
す
か
の
設
問
に
対
し
、
「
障

　
今
回
の
意
識
調
査
の
意

見
欄
に
、
「
大
切
な
の
は

物
理
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー

で
は
な
く
、
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
で
あ
る
」
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
障
害

の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
人
は
生
活
し
や

す
い
環
境
を
求
め
て
い
ま

す
。
ほ
ん
の
少
し
の
相
手

に
対
す
る
心
配
り
や
思
い

や
り
が
、
ど
ん
な
に
生
活

し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
前
で
車

　昭和56(1981)年の「完全参加と平等」を目標とする「国際障害者年」と、
これに続く「国連障害者の十年」(1983～1992年)、そして今年で最終年と
なる「アジア太平洋障害者の十年」(1993～2002年)の取り組みは、世界や
地域の国々の政府を動かし、各国で障害者に関する法律が続々と制定され
るなど、一定の成果を認められながらも、各国・地域、特に途上国におい
てはその目標達成にはまだまだ多くの課題が残されています。その認識の
もとに、今年５月、国連アジア太平洋経済社会委員会では「アジア太平洋
障害者の十年」をさらに10年(2003～2012年)延長し「貧困と障害の悪循
環」を断ち切るための対策等に取り組むことが採択されました。
　日本においては「国際障害者年」を受けて、昭和57年には「障害者対策
に関する長期計画」を、平成５年３月にはリハビリテーションとノーマラ
イゼーションを基本理念とする「障害者対策に関する新長期計画」(平成14
年度までの10年間)を策定し、障害のある人に対する施策を推進してきまし
た。また、平成5年12月には「障害者基本法」が制定され、国の障害者基本
計画策定義務と都道府県・市町村の障害者計画策定の努力義務が課せられ、
国と地方が連携して計画的な施策の推進を図ることや、精神障害者も含め
た障害の範囲の明確化、「障害者の日」などが定められました。
　芦屋市においては平成元年度に「芦屋市障害者(児)福祉計画～第１次中
期計画～」を策定し、現在は第３次中期計画(平成11年度～15年度)を推進
しているところです。
　その後も国においては「特定建築物の建築の促進に関する法律」(平成６
年)や「精神保健および精神障害者福祉に関する法律」(平成７年５月)など
の法整備が進み、平成７年12月には「障害者プラン～ノーマライゼーショ
ン７カ年戦略～」(平成８年度～14年度)が策定され、ノーマライゼーショ
ンの理念の実現を目指した地域生活支援を中心とした具体的な施策目標が
示されました。
　そして、平成12年６月には「社会福祉の増進のための社会福祉事業法等
の一部を改正する等の法律」が制定され、平成15年度から障害者福祉サー
ビスについて、現行の措置制度から利用者の立場に立った支援費制度へと
移行することになり、障害者施策の潮流は今まさに大きく変革しようとし
ています。

い
す
の
か
た
が
待
っ
て
い
る
と
き
に
、
そ

っ
と
押
し
ボ
タ
ン
を
押
し
、
車
い
す
の
か

た
を
先
に
案
内
し
て
い
る
光
景
を
目
に
し

ま
す
。
指
一
本
で
、
温
か
い
心
の
交
流
が

生
ま
れ
、
そ
れ
が
障
害
の
あ
る
人
だ
け
で

な
く
、
高
齢
者
、
子
ど
も
等
の
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
は
、
人
権
週
間

で
す
。
す
べ
て
の
人
が
人
権
尊
重
の
精
神

を
身
に
つ
け
、
日
常
生
活
の
中
で
実
践
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
人
権
と
は
、
決
し

て
難
し
く
考
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
、
学
校
、
地
域
、
職
場
あ
ら
ゆ
る
場

で
、
指
一
本
か
ら
始
め
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

近年の障害者施策をめぐる国内外の動向

自
立
し
て
生
活
し
や
す
い
環
境 

〜
障
害
の
あ
る
人
の
人
権
を
守
る
た
め
に
〜

市
民
意
識
調
査
よ
り

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
　
〜
指
一
本
か
ら
の
人
権
〜

エンパワーメント
　力(パワー)をつけること。社会的に不利な状況に置かれた人々の自己実現を
目指している。その人の短所や弱点にではなく、長所や強い点に着目して援
助することによって、自分の能力や長所に気付き、自分に自信が持てるよう
になり、自己の課題に主体的に取り組めるようになることを目指す

リハビリテーション
　障害者の身体的、精神的、社会的な適応力回復のための訓練にとどまらず
生涯を通した全人的復権に寄与し、自立と参加を目指す障害者施策の理念

ノーマライゼーション
　障害者を特別視するのではなく、一般社会の中で普通に生活が送れるよう
な条件を整えるべきであり、共に生きる社会こそノーマルな社会という考え
　

用語説明

害
の
あ
る
人
が
自
立
し
て
生
活
し
や
す
い

環
境
に
す
る
こ
と
」
が
六
六
％
、
続
い
て
、

「
障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
人

と
人
と
の
交
流
を
進
め
る
こ
と
」
が
三
八

％
と
い
う
調
査
結
果
で
し
た
。

　
「
自
立
し
て
生
活
し
や
す
い
環
境
」
に

は
、
物
理
的
な
も
の
や
制
度
的
な
も
の
、

さ
ら
に
は
心
理
的
な
も
の
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
例
え
ば
、
車
い
す
で
外
出
す
る
と

き
、
道
路
に
段
差
が
あ
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に

前
へ
進
む
こ
と
が
困
難
で

あ
り
、
ま
し
て
階
段
で
あ

れ
ば
、
自
力
で
昇
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

段
差
を
な
く
し
ス
ロ
ー
プ
に
す
る
こ
と
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
の

物
理
的
な
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
物

理
面
や
制
度
面
の
整
備
を
し
て
い
く
こ
と

は
確
か
に
大
事
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
、
生
活
し
や
す
い
環
境
と
い

え
る
で
し
ょ
う
か
。
　

※手話通訳、
　要約筆記、
　保育あり

① 6:00

② 8:30

③11:00

④13:30

⑤16:00

⑥18:30

⑦21:00

みてみて９(番組ガイド)
あしやＮＯＷ(＊)
　　　　　　　
人権週間特別番組

長寿の食卓

撮りっきり芦屋(＊)
文字放送
西宮ライブラリー
ニッポンみたまま(30分番組) 「未来が変わる！　e-Japan」

9ch
広�
報�

番�
組�
ガ�
イ�
ド�

レ�
ビ�
テ�

　12／1　（６:00～）～12／14　（～23:30）

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

フォーカス芦屋「携帯電話で119番」

　映画「誇り高き男」(55分)

　 メンバー募集・イベント情報・匠さん
　 「市民合唱祭」「文化セミナー(須磨琴・狂言)」
　
 　ふるさと昔ばなし「鳴尾の義民」

00
05

25

20
25
45
50
00

■放送時間　午前６：00～午後11：30(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り返し
　放送します)　　　　　　　　　　　　　　■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■９チャンネルの番組に関する問い合わせ　広報課　138-2006　■ケーブルテレビ全般に関する
問い合わせ　㈱ケーブルネット神戸芦屋(Ｊ－ＣＯＭ Broad band 神戸・芦屋) 70120-13-8160

人権週間記念事業講演会日々の生活と人権を考える集い 2002

芦屋市の人権

シンボルマーク
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不燃ごみ 収集カレンダー

問い合わせ
　(粗大ごみの申し込み)　　 受　付　122-2166
　(ごみの持ち込み)　　 環境施設課　132-5391
　(ごみ収集全般)　 環境サービス課　122-2155

※町ごとに決められた曜日(月曜～金曜)に出してください。

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

在宅ねたきり予防
訪問指導

在宅で40歳以上の療養者
（無料）

在宅ねたきり者
歯科訪問指導

市民健診
（肺がん検診40歳以上）

貧血検査

在宅で60歳以上の寝たき
り、準ずるかた（無料）

16歳以上→胸部X線・血
圧・検尿（無料）40歳以上
→前記の他 心電図・血液
検査（400円）・歯科検診
妊婦→血液検査（予約制）

16歳以上（130円）

35歳以上（成人病予防11
項目5500円）

20歳以上（1000円）
超音波法

成人を対象に医師による
相談（無料）

35歳以上（1000円）

30歳以上。子宮がん（1000
円）乳がん（400円）

40歳以上（800円）、採便
容器を渡し、とり方の説明

健康チェック
（予約制）

骨粗しょう症健診
（予約制）

栄養相談（予約制）

健康相談（予約制）

胃がん検診（予約制）

子宮（頚部）がん検診
乳がん検診

大腸がん検診

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

ツベルクリン反応検査
ツ反判定・BCG接種

妊婦お産の相談室
（予約制）

新生児訪問指導

育児相談

なかよし育児教室
（予約制）

4カ月児健康診査

1歳児健康診査

1歳6カ月児健康診査

3歳児健康診査

アレルギー相談
（予約制）

アレルギー健診
（予約制）

歯周病予防教室

助産師による相談（無料）

出生連絡票返送者

主に乳児、母子健康手帳持参
身体計測子育て相談（無料）

6～7カ月児
母子健康手帳持参（無料）

H14.8.1～15生まれ
H14.8.16～31生まれ
（無料）

H13.12月生まれ（無料）

H13.6.1～15生まれ
H13.6.16～30生まれ
（無料）

H11.8月生まれ（無料）

アトピー性皮膚炎、喘息
等の相談

歯の無料相談等
歯科医師会館

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

親と子の心の健康相談
（予約制）

子育ての悩み
ことばの遅れ、しつけ
相談（児童精神科専門医）

療育相談（予約制）
子どもの発達について、
専門医による相談

検便（赤痢、O-157等）
水質検査

有料。特殊項目水質検査な
どは第1・3月曜日

一般健康相談
事業所検診
（電話予約制）

有料。入学・就職時等の診
断書作成、診察、尿・血液検
査、胸部X線、心電図、エ
イズ検査、Ｂ型・Ｃ型肝炎
ウィルス検査

保健センター 　131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m 市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）

芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所） 132-0707　国道2号線業平橋東へ150m

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

こころの相談（予約制）

老人の痴呆
うつ、ノイローゼ、不眠、
アルコール等の相談
(精神科専門医）

アルコール依存症
家族会

アルコール問題に悩んで
いる家族（要事前連絡）

あじさいの会（痴呆性
老人家族会）

介護者のつどい
託老希望の方は要事前連絡

専門栄養相談
（予約制）
（栄養表示基準につい
　ても含む）

対象：中等度以上の肥満、
高血圧、高脂血症等3種類
以上の危険因子を有する
方、食物アレルギーにより
除去食を余儀なくされてい
る方等

10日
13：30～14：30

12日
13：30～14：30

毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

6日
13：00～14：00

4日・17日
13：30～14：30

13日
10：00～12：00

16日
13：30～15：30

3日・10日
10：00～12：00

16日
13：30～15：30

随時

19日
9：30～10：30

16日
9：45～11：30

3・24日
13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

委託医療機関で実施

12・26日13：15～14：00
場所　保健センター

5日13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

2日
9：30～10：30

18日
13：00～14：30

随時、
保健センターに
お申込みください

2月分予約受付中
9：15～

1月分予約受付中
9：30～10：00

17日
9：30～11：00

3・10日
13：00～15：00

5・12・16・19日
9：15～10：30

随時（医療機関で診療
時間の午前中）

受付随時　提出日：3・10・
17・24日　午前中

小児から高齢者まで
生活習慣病他（無料）

6日
9：30～10：30
　血液検査前
　4時間絶飲絶食

今月はありません

■日曜・祝日救急当番医

項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温 （℃）
検　水　名
水　　　温 （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

平成14年10月16日（水）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　晴　れ
前々日　晴　れ

前　日　晴　れ
前々日　晴　れ

晴　れ
21.3

晴　れ
11.6

流入水
　24.2
　　7.1
　 109
　 143
104,000

処理水
　24.8　
　　6.6　
　4　
　2　
　0　

流入水
　20.3
　　7.3
　  123
　   115
12,000

処理水
　21.6　
　　6.6　
　5　
　0　
　0　

平成14年11月7日（木）

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

12月

日　月　火　水　木　金　土
１　２　３　４　５　６　７
８　９　10　11　12　13　14
15　16　17　18　19　20　21
22　23　24　25　26　27　28
29　30　31

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

１月

日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　１　２　３　４
５　６　７　８　９　10　11
12　13　14　15　16　17　18
19　20　21　22　23　24　25
26　27　28　29　30

ペット
ボトル

印は非回収日

印は非回収日

ペット
ボトル

●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）

●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
12/１　宇賀歯科医院 1２２－４０７４
12/８　上住歯科医院 1３４－１５６０
12/15　岡歯科医院 1２２－０１３９
12/22　小野歯科浜風診療所 1２３－６４７４
12/23　きしだ歯科 1２２－１７２３
12/29　マキハタ歯科医院 1２２－３２３３
12/30　ごん歯科医院 1３８－５５７７
12/31　歯科松木医院 1２３－８８１１

●夜間在宅輪番
＊金曜日20時～23時は下記のとおり。(　)内は診療科目
12/６　大森医院(内) 1３２－３９９７
12/13　吉龍医院(外、内) 1３２－２８５５
12/20　芦屋橋本クリニック(内、透) 1２１－３１３１
12/27　北岡医院(内、小) 1２２－３４１４
＊金曜日23時～翌日７時、金曜日以外の20時～翌日７
　時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)
●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、９時～16時
　場所…尼崎医療センター
　　　　（尼崎市水堂町3-15-20　106-6436-8701）

－

（ ）

●芦屋病院健康教室
日　時　12月18日(水)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院外来棟５階外科側(東側)ロビ－
テーマ 「介護の心得と支える環境」
講　師　明和病院　前田公子氏
問い合わせ　芦屋病院総務課管理担当

●糖尿病教室
日　時　12月13日(金)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院南病棟１階講義室
テーマ　①「シックディ～いざという時のために」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　看護科職員
　　　　②「お正月料理の工夫」　　　栄養科職員
問い合わせ　芦屋病院栄養科

●幼児の食事とおやつの教室
日　時　12月13日(金)午後１時30分～３時
会　場　保健センター
講　師　大阪教育大学教授　奥田豊子氏
内　容　幼児期に大切な、体と心を育てる食べ物と
　　　　食べ方
　　　　「手づくりおやつ」の試食、育児相談　
定　員　30人(予約制)
問い合わせ　保健センター

●楽しいリハビリ教室
日　時　毎週月曜日午後１時30分～３時30分
会　場　芦屋市医師会医療センター　
対　象　市内在住で、介護保険を利用されない40歳
　　　　以上のかたで病気や障害などにより身体機
　　　　能が低下したかた(送迎はありません)
内　容　医師・理学療法士・トレーナー・保健師等
　　　　による体操、健康チェック、健康相談等　
問い合わせ　保健センター　

●プレおや教室(母親学級)後期クラス
①平成15年１月８日(水)午後１時30分～３時30分
　「お産のはじまりとすすみ方」
　「痛みをのがす呼吸法(運動できる服装)」
②平成15年１月22日(水)午後１時30分～３時30分
　「赤ちゃんとの生活をイメージしよう」
場　所　保健センター　　　定　員　25人(予約制)
持ち物　母子健康手帳、テキスト
費　用　前期未受講のかたのみテキスト代200円
問い合わせ　保健センター

●特定疾患等医療受給者証の申請受け付け
　現在、特定疾患・小児慢性特定疾患・県単独対象疾
患・先天性血液凝固因子障害の医療受給者証およびス
モンに対するはり・きゅう・マッサージ治療受給者証
をお持ちで、平成15年４月１日以降も引き続き受給者
証の交付を希望されるかたは、２月末までに申請して
ください。申請が３月になりますと、受給者証がお手
元に届く時期が５月になることもあります。
問い合わせ　芦屋健康福祉事務所健康増進課

●医師・歯科医師・薬剤師の届け出
　今年は、医師・歯科医師・薬剤師の届け出を出して
いただく、２年に一度の実施年にあたります。該当さ
れるかたは、平成15年１月15日(水)までに下記へ届出
票を提出してください。また「看護師等の従事者届」
についても、同日までに下記へ提出してください。
問い合わせ　芦屋健康福祉事務所監査指導課

●12月１日は「世界エイズデー」
　12月１日(日)は、「国連合同計画」(ＵＮＡＩＤＳ)の
「世界エイズデー」です。エイズを正しく理解し、偏
見と差別のない社会づくりにご協力ください。
問い合わせ　芦屋健康福祉事務所健康増進課

20日
13：30～14：30

小児を対象に医師による
健診
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◆病院正規職員の募集
�看護師・助産師　�①昭和48年４月２
日以降に出生の看護師免許取得者、昭和
41年４月２日以降に出生の助産師免許取
得者、８人　②昭和49年４月２日以降に
出生の看護師免許取得者、昭和42年４月
２日以降に出生の助産師免許取得者(平成
15年免許取得見込み者を含む)、14人程度
�12月５日から25日までに下記へ。試験
日は平成15年１月11日(土)。採用予定日
①平成15年２月１日②平成15年４月１日
�芦屋病院総務課管理担当(131-2156　
〒659-0012 朝日ヶ丘町39-1)

◆病院職員(嘱託・臨時任用)の募集
�①嘱託薬剤師(週3日勤務)②臨時臨床
検査技師　�①②とも45歳くらいまでの
有資格者、各１人　�12月２日から20日
までに下記へ。面接は25日(水)　�芦屋
病院総務課管理担当(131-2156　〒659-
0012 朝日ヶ丘町39-1)

◆エアロビクス・インストラクター募集
�海浜公園プールで、エアロビクスのイ
ンストラクター(指導経験者)を募集して
います。勤務時間は、毎週土曜日(祝日は
除く)、10時15分～11時15分　�12月19日
(木)までに電話(10時～20時。月曜休館、
日・祝日は18時まで)で下記へ。面接は21
日(土)18時～20時(実技試験あり)。採用
予定日は平成15年１月11日　�海浜公園
プール(122-8861　浜風町30-1 )

◆コミュニティ課からのお知らせ
�＆�コミュニティ課(138-2007)
【毎月第２火曜日は公正証書相談の日】
�12月10日(火)13時～16時　�遺言書、
金銭貸借契約、土地建物賃貸借契約、養
育費の支払い等の公正証書に関する相
談。相談員は、神戸合同公証役場公証人
【毎月第３水曜日は行政相談の日】
�12月18日(水)13時～16時　�行政に関
する意見・要望等。相談員は行政相談員

◆女性センター相談日のお知らせ
�＆�女性センター(138-2023 大原町2-
6 ラ・モール芦屋２階)
【女性の悩み相談】＜要予約＞
�夫婦・家族関係、心の悩みなどの相談
�毎週月曜日、13時～16時(祝日を除く)
【暴力(ＤＶ)に関する相談】＜要予約＞
�夫や親しい関係にある男性からの暴力
(ＤＶ)などの相談　�毎月第１水曜日、
13時～16時
※予約は、相談専用電話(138-2022)で。
※専門のカウンセラーが相談に応じます。

◆上宮川文化センター／児童センターの催し
�＆�上宮川文化センター(122-9229 〒
659-0061 上宮川町10-5)
【シネポケット“ひゅーまん”】
�12月４日「静かなる決闘」／11日「ロー
サのぬくもり」／18日「パパは雪だるま」
(いずれも水曜日)13時30分～　�先着30人
【パソコン教室受講者募集】
①小学生パソコン教室
�カードをつくろう～パソコン用のペン
で絵や文字を書きます～　�12月14日
(土)10時～12時　�小学１～６年生、６
人(応募多数の場合は抽選)
②エクセルでカレンダーをつくろう
�12月14日(土)13時～15時　�文字入
力・マウス操作のできるかた、６人(応
募多数の場合は抽選)　�500円
�①②ともはがきに、希望教室名、郵便
番号、住所、氏名、年齢・学年（小学生の
み）、電話番号を明記し、12月６日(金)ま
でに上記へ。結果は、受講者のみに通知
【児童センターからのお知らせ】
①ひよこひろば　�12月５日(木)13時30
分～14時30分　�親子での自由遊びと手
遊び　�２歳児と保護者、先着16組　
�12月４日(水)９時30分から電話受付　
②クリスマスのはり絵／おはなし手遊び
�12月６日(金)14時～15時　�２歳以上
の幼児と保護者、先着15組　�12月２日
(月)９時30分から電話受付　
③親子ひろば見学会　�３歳児(平成15
年４月１日現在)と保護者。来年度の親
子ひろば入級希望者　�電話受付　

◆身体障害者移動相談
�12月20日(金)９時30分～　�尼崎市立
身体障害者福祉センター　�身体障害者
手帳所持の肢体不自由者　�障害福祉課
(138-2043)

◆芦屋市低公害車普及促進助成制度
�自動車公害の低減を図るため、事業者
等が低公害車を購入またはリースする場
合に、導入資金の一部を市が助成する制
度。助成金額は改造費または200万円の
うち少ない額を限度　�市内に事務所ま
たは事業所を有する個人・法人で、現有
ディーゼル車を解体廃車し低公害車(天
然ガス自動車)を導入しようとする者　
�12月２日から16日(土・日曜日を除く)
までに右記へ　�環境管理課(138-2051)

◆私立幼稚園就園奨励補助金(後期
分)の交付申請

�＆�市内に居住(住民登録)し、私立幼
稚園に通園している園児(３・４・５歳
児)の保護者で、平成13年分の世帯総所
得金額が500万円以下、または平成14年
度の市民税所得割課税額が102,100円以
下の世帯に奨励金を交付　�平成15年１
月17日(金)までに、課税証明書または納
税通知書等を添付のうえ下記へ。前期申
請者で、転園等の変更のない人は申請の
必要はありません　�教育委員会総務課
(138-2085)

◆学校給食用物資納入業者の申請受付
�12月９日から13日に、申請書を下記
へ。決定は平成15年３月下旬　�学校給
食会(138-2088)

◆社会教育関係団体登録の申請受付
　登録を希望する団体やグループは申請
手続きをしてください。
�12月10日から25日(土・日・祝日を除
く)に右記へ　�生涯学習課(138-2091)

◆環境植物「ケナフ」の種と茎の回収
　来年の種の配布のため、12月６日(金)ま
でに、春に配布したケナフの種と50㎝程
度に切った茎の回収にご協力ください。
�＆�公民館(135-0700　業平町8-24)

◆図書館の催し
�図書館(131-2301　伊勢町12-5)
【こどもおはなしの会・絵本の会】
�12月７日・14日・21日(土)14時～15時
�図書館・おはなしのへや、よみきかせ
のへや　�３歳～小学生中心
【打出分室こどもおはなしの会】
�12月14日(土)15時～15時30分　�打出
教育文化センター和室(打出小槌町15-9)
�４歳以上(保護者参加可)
【金曜シネサロン】
�＆�12月６日「ラストエンペラー」／
13日「ダイ・ハード３」／20日「クリス
マス・ツリー」／27日「南極物語」(い
ずれも金曜日)13時30分～　�図書館・集
会室

◆谷崎潤一郎記念館の催し
�谷崎潤一郎記念館(123-5852)
【谷崎潤一郎作品朗読会】
�12月５日(木)13時30分～15時　�谷崎
潤一郎記念館講義室　�「細雪」　�朗
読グループＲＳＴ　�入館料300円
【「源氏物語」原典を読む講座】
�12月23日(月・祝)10時～12時　�市民
センター401室　	鈴木紀子氏(京都橘女
子大学教授)　�2,800円(４回)　�直接
会場へ

◆芦屋病院院内コンサート
�12月22日(日)14時30分～15時30分　�
芦屋病院外来棟５階ホール　�クリスマ
ス・コンサート　�田中郷子(ソプラ
ノ)、西奈央子(ピアノ)　�芦屋病院総務
課管理担当(131-2156　朝日ヶ丘町39-1)

◆普通救命講習会
�12月21日(土)13時30分～16時30分　�
消防本部２階会議室　�心肺蘇生法、大
出血時の止血法　	救急救命士・救急隊
員　�先着30人　�＆�消防本部警防課
救急担当(132-2345)

◆花と緑の講習会開催のお知らせ
�都市整備公社みどりの課(138-2103)
【続・冬から春に向かって花壇を彩る植物たち】
�12月11日(水)13時30分～15時30分　�
緑の相談所　	緑の相談員　�先着18人
�12月９日(月)までに上記へ
【クリスマスからお正月にかけてのリース】
�12月13日(金)13時30分～15時30分　�
緑の相談所　	緑の相談員　�3,000円　
�先着18人　�12月６日(金)までに上記へ
【クリスマスやお正月のコンテナガーデン】
�12月16日(月)13時30分～15時30分　�
緑の相談所　	緑の相談員　�3,500円　
�先着18人　�12月９日(月)までに上記へ
＊受講者全員に花苗をプレゼント

◆国際交流協会(ＡＣＡ)の催し
�国際交流協会(134-6340　大原町2-6
ラ・モール芦屋)
【アルルの夕べ】＜要予約＞
�お話「プロヴァンスワインの楽しみ」
と、プロヴァンスの音楽　	ワインアド
バイザー・細谷志朗氏　�12月６日(金)
18時30分～20時30分　�市民センター301
室　�100人　�1,500円、学生1,000円
【第67回ＡＣＡトワイライトコンサート】
�アゲイン・クリスマス・コンサート＆
ハンドベル　�アゲイン、コスモス　
�12月20日(金)18時～19時　�ラ・モー
ル芦屋１階広場　�100人

◆社会福祉協議会からのお知らせ
�社会福祉協議会(132-7530　〒659-
0068 業平町8-5)
【高齢者こころの相談・健康相談】
�12月11日(水)・19日(木)、14時～16時
�福祉会館　
【お茶のみ友達相談】
�12月21日(土)９時30分～11時30分　�
福祉会館　�男性60歳、女性55歳以上の
独身のかた
【第97回高齢者｢会食懇談会｣】
�12月19日(木)12時　�老人福祉会館　
�市内在住70歳以上のかた40人(先着順)
�500円　�12月４日(水)から上記へ
【子どもクリスマス会】
�ボランティア「芦っ子」による、紙芝
居・工作・ゲームなど　�幼児・小学校
低学年と保護者　�12月16日(月)14時30
分～16時　�市民センター211室　�当
日会場で

◆芦屋公園テニススクール受講生募集
�平成15年１月９日(木)から毎週木曜日
(８回)９時30分～11時　�初級～初中
級。先着約20人(１クラス10人程度)。更
衣室、シャワーあり。駐車場は有料　
�12,000円(８回)　�電話で下記へ　�
都市整備公社・芦屋公園テニスコート受
付係(134-8886)

体育館・青少年センター競技場開放日
　�12月14日(土)10時～17時(１時間単
　位)、待機者がなければ延長可　�市
　内在住の青少年(小学校３年生以下は
　保護者同伴)、保護者　�卓球、バド
　ミントン　�体育館・青少年センター
　(131-8228　川西町15-3)

10/10～11/８までの受入順(敬称略)

財政課取り扱い分
●５千円、匿名　
児童課取り扱い分

　　3●打出保育所砂場の新しい砂(約５m )と入
れ換え作業、芦屋東ライオンズクラブ
社会福祉協議会取り扱い分
●５千円、Ｋ.Ｎ　
●５千円、東ハルミ
●２万円、シーサイド芦屋コープ委員会
●１千円、匿名　　　
●１万円、芦屋市消費者協会
●３千円、市民Ｋ

牛乳･乳製品料理講習会

問い合わせ　消費生活センター　138-2034

内　容　　クリスマス簡単メニュー４種
　　　　　(ロールドチキン、カマンベールシチューほか)
日　時　　12月16日(月)午前10時～午後１時
会　場　　市民センター・料理室
対象者　　市内在住・在勤のかた、先着28人

(託児施設がないため、お子さんの同伴はご遠慮く
ださい)

講　師　　社団法人日本乳業協会・田中理恵子氏
持ち物　　エプロン、三角巾、ふきん、筆記具、タッパなど

いわ

　市の町名の謂れなどを、講談師・旭堂南海さんが分かりやすく、面白く語るとともに、その時代
のはやり歌を歌手・楓八洲子さんが歌って、時代の流れと芦屋の風土を感じていただく「芦屋物語
Part. 1」を開催します。

日　時　12月６日(金)午後３時開場(仏教会館内見学)
　　　　　　　　　   午後３時50分開演、午後５時15分終了
会　場　芦屋仏教会館(前田町1-5　122-1562)
入場料　前売券　1,000円、当日券　1,200円

問い合わせ　芦屋観光協会事務局(経済課内)　138-2033

芦屋物語　Ｐａｒｔ１

寄　　　付

ご�

な�い�

ん�あ�ご�

な�い�

ん�あ�

お   し   ら   せ

●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、	講師、�出演、�費用(記載の無い催しは無料)、
持ち物、�申し込み、�問い合わせ
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【浜風の家の催し】
�①絵本のよみきかせ会18②カプラ
積木で遊ぼう(みんなでつなげてみよ
う)③第36回浜風コンサート(音楽家
たちのクリスマス～桐朋学園50周年
記念)④ペーパーケーキをつくろう⑤
１日工作教室(たこづくり)⑥コン
ピュータ講座(年賀状)⑦サンタとト
ナカイさんからのおくりもの⑧クリ
スマス会(名古屋の高校生とともに)
�①12月１日(日)10時30分～②１日
(日)13時30分～15時30分③７日(土)
14時～15時④８日(日)13時30分～15
時30分⑤14日(土)13時30分～15時⑥
18日(水)13時30分～14時30分⑦21日
(土)14時～15時⑧22日(日)14時～15
時　�＆�浜風の家(135-5700)

【グループ・フォロー公開学習会】
�12月４日(水)14時～16時　�女性
センター(ラ・モール芦屋２階)　�

子育て支援に今何が必要か　�神戸
大学教授・白川蓉子氏　�30人(子ど
も同伴可)　�グループ・フォロー中
村(1・FAX 23-2488)

【おはなし作りの部屋】
�12月４、11、18日(水)10時～12時
�図書館・集会室　�作品の制作、
人形劇の練習(子ども連れ歓迎)　�

ぷりん・岡山(131-6801)

【丹波の朝採り有機野菜市】
�12月４・18日(水)10時30分～　�

＆�ワークホームつつじ・藤川
(122-7044)

【母と子のいこいの部屋】
�12月10・17・24日(火)10時～11時
30分　�図書館・集会室　�０歳～
未就学児と保護者　�母と子が絵本
や紙芝居を通しておはなしに親しむ
�バルーン・津田(132-2610)

【精神障害者家族教室】
�12月11日(水)13時45分～15時45分
�市民センター403室　�家族の心
と介護　�心療内科医師・岡本祐三
氏　�要予約　�芦屋家族会(132-
0441)

【折り紙教室】
�12月11日(水)10時～12時　�図書
館・集会室　�段谷貞子氏　�折り
紙、はさみ、のり　�段谷(1 34-
2546)

【中高生のための安らぎの部屋】
�12月14日(土)13時～16時30分　�

図書館・集会室　�中学・高校生
�ヨッシーくらぶ・守上(123-6854)

【アクティブシニア・パソコン教室】
�パソコンの組み立て方、インター
ネット、電子メール、年賀状作成等
�55歳以上のかた＜先着10人＞(こ
の冬パソコン購入を考えている人や
ブロードバンドを体験したい人)
�12月14日(土)10時30分～16時　�

ＮＴＴ芦屋ビル２階(大桝町5-23)　
	1,000円(昼食を用意します)　�芦
屋芸術村・篠原(135-5889)

【親子相談】
�毎月第２・第４水曜日、10時～11
時30分　�０歳～未就学児と保護者
�子どもへの関わり方、発達面など
	1,000円　�電話予約制　�＆�甲
南大学心理臨床カウンセリングルー
ム(1078-453-6183　神戸市東灘区岡
本7-12-22)

【芦屋17℃倶楽部の催し】
�＆�芦屋17℃倶楽部(135-6880 打
出小槌町3-16)
�高齢者の生きがい活動支援事業　
�自立した60歳以上のかた
①真向法体操
�毎月第２・４金曜日、９時30分～
11時30分　�７段教士・勝岡房枝氏
②絵てがみ
�毎月第３月曜日、９時30分～11時
30分　�柏樹会・井上桂子氏

【佐野由美作品展～私は、ここで探
すものがある～】

�大学１年生のとき神戸市長田区で
被災。生きる意味を考え､卒業後は
ネパールで児童の美術指導にあた
る。帰国寸前、交通事故により23歳
で急逝した若き美術作家の作品展　
�12月20日～27日(期間中は無休)、
10時～17時　	一般300円、中学
生・高校生200円　�＆�Ｔｉｏク
ラブ(125-0177)

【市民年末フォークダンス大会】
�12月23日(月・祝)13時～16時　�

宮川小学校・体育館　�必ず運動靴
または体育館用ダンスシューズを持
参　�芦屋フォークダンス協会・高
橋(131-7771)

【クリスマスイブ・ コンサート】
�12月23日(月・祝)19時～。開場18
時30分　�先着100人　�パイプオ
ルガンとコーラスの夕べ。指揮・洲
脇光一氏(兵庫県合唱連盟会長)、演
奏・松原晴美、アンサンブルポルト
�＆�日本キリスト改革派芦屋教
会・西田(132-3045 前田町8-16)

【冬休みジュニアテニス大会】
�10歳以下の男女別シングルス　
�12月29日(日)、30日(月)９時～　
�芦屋公園テニスコート　	2,000円
�各種目32人。先着順　�12月20日
(金)までに右記へ　�芦屋市テニス
協会(122-3852・ FAX22-7634)

【パソコン入門編無料講座】
�パソコン入力、インターネット、
メール等基礎知識。講座終了後３ヵ
月フォローの仲間作り　�火曜日ま
たは木曜日の午前・午後(各４回)　
�各６人　�12月６日(金)10時～17
時までに電話で右記へ　�＆�あし
や情報発信ＩＴサロン芦屋コミュニ
ティスペースＡ-cos(135-1511)

【２級ホームヘルパー養成講座】
�平成15年１月18日～５月３日　�

あしや喜楽苑ほか　�先着40人　
	80,000円(テキスト・消費税含む)
�あしや喜楽苑(134-9287)

【福祉バザーに用品の提供を！】
�バザー用品(日用品、衣料品、タオ
ル等)をご提供ください　�１月25日
(土)・26日(日)10時～15時　�＆�

芦屋みどり福祉作業所(131-4001)

【兵庫なわとびクラブ会員募集】
�①定例／毎週木曜日、18時～19時
30分②自主／毎週火曜日、18時～19
時　�短なわとび、ダブルダッチ　
�小学生以上　�体育館・競技場　
	月額500円(別途入会費が必要)　�

前川(131-7747)

【リコーダーアンサンブル会員募集】
�リコーダーの練習　�一般成人　
�毎週木曜日(第５週は除く)10時～
12時　�春日集会所　	月額3,500円
�＆�17時以降に右記へ。アンサン
ブルＲＣ・権藤(123-1127)

「
美
し
い
芦
屋
」
へ
の
願
い

　
ス
テ
ッ
カ
ー
に
託
し
て
…

春
日
町
　
山
田
　
崇
雄

　
芦
屋
の
街
に
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
昔

な
が
ら
の
美
し
い
た
た
ず
ま
い
が
残
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
最
近
は
、
「
こ
こ
は
ど

こ
？
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
芦
屋
ら
し

く
な
い
風
景
に
出
会
う
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

　
私
は
、
芦
屋
市
の
都
市
景
観
審
議
会
に

委
員
と
し
て
参
加
す
る
な
か
で
「
芦
屋
の

風
景
」
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
に
思
い
を
馳

せ
、
私
な
り
に
「
美
し
い
芦
屋
」
を
守
る

た
め
に
何
か
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
常
々

考
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
辿
り
つ
い
た
答
え
が
、
今
回
の
私

の
提
案
「
芦
屋
市
民
で
あ
る
こ
と
を
示
す

『
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ス
テ
ッ
カ
ー
』
を

は

車
に
貼
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
国
を
自
由
に
往
来
で
き
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
自
国
の
頭
文
字
を
あ

し
ら
っ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
い
る
車

を
数
多
く
見
か
け
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
に

は
、
自
分
の
国
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
と

い
っ
た
強
い
気
持
ち
を
汲
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　
「
美
し
い
芦
屋
」
の
た
め
に
も
、
そ
こ

に
住
む
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
芦
屋
を
愛

し
、
美
し
い
風
景
を
守
っ
て
い
く
と
い
う

気
持
ち
を
持
つ
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る

こ
と
で
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
、
私
も
市
民
の
一
人
と
し
て

と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　
私
は
こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
お
配
り
す
る

こ
と
で
、
こ
う
し
た
思
い
、
共
感
の
輪
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
ス
テ
ッ
カ
ー
は
無
償
で
お
配
り
し
て

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。(

1
#4
７
２
３
８
、
春
日

町
７
―
19)

　
「
冨
士
に
は
月
見
草
が
よ
く
似
合
う
」
と

は
太
宰
治
の
「
冨
獄
百
景
」
の
冒
頭
の
言
葉

で
す
が
、
こ
の
月
見
草
と
い
う
の
は
実
は
オ
オ

マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
で

あ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
月
見

草
は
、
嘉
永
年
間

に
入
っ
た
白
花
の

マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
の
仲
間
で
す
が
日
本
の
土
に
合

わ
な
か
っ
た
の
か
、
あ
ま
り
広
が
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
に
比
べ
、
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
は
そ
の

派
手
な
目
立
つ
黄
花
と
、
夕
闇
に
ひ
っ
そ
り
と

咲
く
可
憐
さ
で
、
ず
っ
と
愛
さ
れ
て
き
た
よ
う

で
す
。

　
さ
て
、
芦
屋
川
・
宮

川
に
も
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

の
仲
間
は
い
く
つ
か
見

ら
れ
ま
す
。
最
近
両
河

川
と
も
よ
く
目
立
つ
の

は
、
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

の
姿
で
す
。
北
米
原

産
の
二
年
草
で
、
明
治
の
後
期
に
入
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
よ

り
や
や
小
型（
草
丈
約
一
・
二
メ
ー
ト
ル
）な

の
と
、
花
も
や
や
小
さ
く
淡
色
な
の
で
メ

（
女
）マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
芦
屋
川
に

は
、
四
十
三
号

線
の
下
流
域
あ

た
り
に
大
き
な

群
落
が
見
ら
れ

ま
す
。
黄
花
が
鮮
や
か
な
の
は
マ
ツ
ヨ
イ
グ

サ
で
、
江
戸
時
代
末
期
に
渡
来
し
た
南
米
原

産
の
多
年
草
で
、
今
は
日
本
全
土
に
広
く
分

布
し
て
い
ま
す
。
両
河
川
の
河
川
敷
に
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。
高
さ
三
十
〜
八
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
花
は
夜
に
開
く
の
で
「
待
宵

草
」
の
名
が
あ
り
ま
す
。
し
ぼ
め
ば
黄
花
は

黄
赤
色
に
変
わ
り
、
花
の
時
期
は
初
夏
か
ら

夏
に
か
け
て
で
す
。

　
コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
は

北
米
原
産
の
二
年
草

で
、
昭
和
期
に
な
っ
て

日
本
に
入
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
は
日

本
全
土
に
見
ら
れ
ま
す
。
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

は

よ
り
小
型
で
、
茎
は
地
を
這
い
ま
す
。
葉

は
深
く
羽
状
に
切
れ
込
み
が
あ
る
の
で
、

見
分
け
は
簡
単
で
す
。
こ
れ
も
し
ぼ
む

と
、
花
は
黄
赤
色
に
変
わ
り
ま
す
。

ぬ
え
づ
か
ば
し

　
芦
屋
川
の
鵺
塚
橋
の
少
し
下
流
に
、
白
い
穂

を
多
く
出
し
た
ス
ス
キ
の
よ
う
な
植
物
が
見
ら

れ
ま
す
。
よ
く
見
る
と
、
ス
ス
キ
に
比
べ
穂
が

大
き
く
上
部
が
や
や
下
に
垂
れ
て
お
り
、
ふ
さ

ふ
さ
し
た
感
じ
で
す
。
葉
の

幅
も
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
近

く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
オ
ギ

と
い
う
、
河
岸
や
池
沼

の
湿
地
に
生
え
る
イ
ネ

科
の
植
物
で
す
。
ス
ス

キ
に
比
べ
、
大
型
で
よ

く
目
立
ち
ま
す
。
穂
を

よ
く
観
察
す
る
と
、
ス

ス
キ
に
は
小
穂
に
長
い

ノ
ギ（
禾
）
が
あ
り
ま

す
が
、
オ
ギ
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
が
基
本

的
な
区
別
点
で
す
。
慣

れ
る
と
、
遠
く
か
ら
で

も
外
形
で
見
分
け
ら
れ

ま
す
。
芦
屋
川
の
よ
う
に
河

原
が
自
然
状
態
に
近
い
と
、

い
ろ
い
ろ
な
植
物
が
入
り
込
ん
で
き
て
目
に
触

れ
る
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

芦
屋
川
・
宮
川
の

河
原
に
見
ら
れ
る
雑
草
た
ち 
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ー
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
の
仲
間
と
オ
ギ
ー

●凡例…�日時（日程）、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講
師、
出演、	費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、�申し込み、
�問い合わせ

マツヨイグサマツヨイグサの群生

マツヨイグサコマツヨイグサ

オギの群生ススキの穂


